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「
天
馬
行
空
」
―
天
馬
は
、
天

上
界
の
天
帝
が
乗
る
と
さ
れ
る
空

を
駆
け
る
こ
と
の
で
き
る
馬
。
空

を
天
馬
が
駆
け
る
様
子
か
ら
、
考

え
方
や
行
動
が
自
由
奔
放
で
何
も

の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
、
ま
た
、

詩
文
や
書
の
筆
遣
い
に
勢
い
が
あ

る
さ
ま
な
ど
を
表
現
す
る
言
葉
で

す
。
（
出
典　

劉
廷
振
「
薩
天
錫

詩
集
序
」
）
私
た
ち
安
城
文
化
協

会
も
、
そ
う
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

 

色
紙
「
天
翔
け
る
馬
」
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
実

は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る

ペ
ガ
サ
ス
も
天
馬
と
呼
ば
れ
、
翼

を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
東
洋

の
神
話
や
伝
説
に
登
場
す
る
天
馬

は
必
ず
し
も
翼
を
持
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

日
本
の
聖
徳
太
子
が
乗
っ
て
い
た

と
さ
れ
る
天
馬
は
、
翼
が
無
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
空
を
飛
ぶ
こ

と
が
出
来
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
能
力
は
、
神
的
な
力
や

霊
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
国
宝
『
聖
徳
太
子

絵
伝
』
に
は
「
富
士
山
を
飛
び
越

え
る
太
子
と
愛
馬
・
黒
駒
」
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
国
宝
に
な
っ
て

い
る
く
ら
い
で
す
か
ら
、
本
当
に

飛
べ
た
の
で
し
ょ
う
（
笑
）
。
因

み
に
、
私
は
翼
を
描
き
込
み
ま
し

た
が
、
翼
な
く
し
て
飛
ん
で
い
る

馬
を
描
く
こ
と
は
出
来
な
い
と
い

う
、
単
に
能
力
的
な
問
題
か
ら
で

す
（
笑
）
。

 

さ
て
、
本
年
は
、
安
城
文
協
に

と
っ
て
記
念
す
べ
き
創
立
八
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
記

念
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
何
か
面

白
い
ア
イ
デ
ア
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
周

年
事
業
が
、
広
く
安
城
市
民
の
記

憶
に
残
り
、
成
功
裏
に
終
え
ら
れ

ま
す
よ
う
、
会
員
の
皆
様
の
絶
大

な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 

新
年
の
さ
わ
や
か
な
空
に
ど
こ

ま
で
も
高
ら
か
に
舞
い
上
が
る
天

馬
の
よ
う
に
、
安
城
文
協
が
、
未

来
に
向
け
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て

い
け
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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文 協 春 ま つ り文 協 春 ま つ り
２月 13 日㈮～ 15 日㈰／へきしんギャラクシープラザ（安城市文化センター）

皆さんのお越しをお待ちしております

2026

••期日・時間
　13日㈮・14日㈯　　９時～17時
　15日㈰　　　　　　９時～16時
••場所　大会議室（３階）
••安城文化協会所属の作家の中から、運営委員
　会により推薦された方々の作品を展示します。
••芸能等からの応援ライブを予定
　14日㈯午前10時30分～箏曲
　15日㈰午前10時30分～弦楽アンサンブル
　　　　午後２時～ジャズ

••期日・時間
　13日㈮・14日㈯　　９時～17時
　15日㈰　　　　　　９時～16時
••場所　展示室２（３階）
••安城文化協会幹事、事務局職員
　らの作品を展示します。
••14日㈯はお抹茶サービス、15日㈰
　はコーヒーサービスがあります。

••期日・時間
　14日㈯　　　　14時～15時30分
••場所　講座室（１階）
••演題「先達に導かれ、歩み続け
　　　　た書家の道」

••講師　横山　夕葉 氏

◆文化協会選抜展◆ ◆ ご あ 展 ◆ ◆ 文化講演会 ◆
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◆第82回安美展
　〇グリーンリボン賞
　・工芸・彫刻　颯田　 隆（安城）
　〇特別賞
　・洋画　　石川　清幸（安城）
　・書　　　黒柳　景光（安城）
　〇部門大賞
　・日本画　鳥居由花子(安城)
　・洋画　　清水　 均(安城)
　・書　　　近藤　華舟(安城)
　・写真　　岡川　経康(刈谷)
　・工芸・彫刻　川上　堯由(知多）

安美展受賞者の喜びの声
（文協会員）

◎市民公募文化事業　描破～空白
　に描くステッチ～　　
　１月21日㈬～25日㈰　市民ギャラリー
◎華道家元池坊いけばな池坊展　
　２月20日㈮～23日㈪　アンフォーレ
◎第32回水曜グループ展(美術教
　室わかいめ会）　
　２月24日㈫～3月1日㈰　市民ギャラリー
◎第28回八彩会展
　３月５日㈭～８日㈰　市民ギャラリー
◎装道木村会きものショー
　３月７日㈯～８日㈰　デンパーク
◎市民公募文化事業　第38回竹友
　会民謡と和太鼓発表会
　３月８日㈰　市民会館サルビアホール
◎箏曲演奏会（こやま会）
　４月19日㈰　へきしんギャラクシープラザ
◎第38回琴伝流大正琴発表会（碧美会）
　４月19日㈰　碧南市芸術文化ホール

   会 と 催 し
ー文協後援のものー

＊おめでとうございます＊＊おめでとうございます＊

　今回の作品を書くとき、基本に返
り、素直な気持ちで書けたらと「物
事の土台」「基礎となる大事な物事」
という意味の「礎」を選びました。
　気持ちを込めて勢いよく書くこ
とも必要ですが、日々お稽古して
いる古典の臨書から学んだ基本の
形を崩さないことも大事です。書

　今回は思いもよらず、安美展特
別賞（洋画部門）を賜り、有難く
感謝申し上げます。
　平成元年にグリーンリボン賞を
頂いたころから委嘱～受賞作家
（審査対象外）となるも、出品は
欠かさず継続してきました。モチ
ーフもヨーロッパから日本の景色
に軸足は移しつつ、今般、特別賞
の吉報が舞い込んできました。

　受賞作「礼文の風」（油彩、
F50）は、日本海の荒波に敢然と
立ち向かう礼文島の岬を題材とし、
単純な構図ではありますが “山・
霧・風”の表現方法を模索しまし
た。中でも霧の表現に、かなり乱
暴ですがナイフを多用し鋭い三角
形を敷き詰めることにより、今ま
でにない緊張感を表現しました。
　受賞は、偶然性でも必然性でも
なく日ごろの継続性であり、感謝
しかありません。

　この度は歴史ある安美展におき
まして、洋画部門大賞（愛知県知
事賞）をいただき大変光栄に存じ
ます。心から御礼申し上げます。
これも長年ご指導いただきました中
部絵画サークルの皆様方ほか関係各
位のおかげと感謝申し上げます。

るように努力していきたいと思い
ます。今後ともご指導ご鞭撻賜り
たくお願い申し上げます。

に限らず、何事も基礎がしっかり
していないと崩れてしまいます。

　基本に戻り、新たな気持ちで書
いてみました。何枚も書くうちに
上手に書こうと欲が出て、形が崩
れることもありましたが、言葉を
選んだときの気持ちを大切に書き
ました。そして特別賞をいただく
ことができ、とてもうれしいです。
ありがとうございます。今後もご
指導、よろしくお願いいたします。

　絵のモチーフは、直江津駅構内
です。この駅は今では珍しくなっ
た旧国鉄時代の雰囲気を残してお
り、私の好きな駅であります。タ
イトルの「始発」は、これからの
世の中がより良い方向に向かえば
との思いを込めたつもりです。
出来るだけ冬の朝の臨場感が出せ
るよう心がけました。これからも
絵を楽しみながら、良い絵が描け

磊　雅　会磊　雅　会　　　　石川　清幸石川　清幸

中部絵画サークル　中部絵画サークル　　　清水　均清水　均

夕　照　会夕　照　会　　　　黒柳 景光黒柳 景光

エル・フローラ

各グループの動向

　　　　　　　　　　退会
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　日展等で入選された本協会員の作品です。

　日展名古屋展は、１月２8日から２月15日まで

愛知県美術館ギャラリーで開かれます。

ギ ラ ーャ リ

神谷　恒行
日本画《或る戯れ絵師の人生》

平松　弘子
工芸美術《朝朗け》

加藤　伴子
工芸美術《喜びの時》

神谷　光園
書《吟風》

福田　博芳
書《李白詩》

神谷　采邑
書《書簡》

　

昨
年
の
夏
、
聞
き
飽
き
る

程
の
猛
暑
日
の
中
で
、
転
職

し
た
仕
事
は
、
屋
外
の
駐
輪

場
の
管
理
人
で
経
験
の
無
い

夏
と
の
闘
い
で
し
た
。
そ
れ

も
、
真
昼
の
十
二
時
か
ら
の

仕
事
な
の
で
、
家
か
ら
出
た

途
端
、
日
差
し
は
痛
く
て
眩

し
く
て
、
爺
さ
ん
の
自
分
は

恥
ず
か
し
な
が
ら
も
、
日
傘

デ
ビ
ュ
ー
し
、
店
員
さ
ん
に

Ｕ
Ｖ
ク
リ
ー
ム
を
選
ん
で
貰

い
、
使
い
方
も
御
指
南
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

職
場
に
行
け
ば
、
帽
子
は

被
れ
ど
、
日
差
し
と
地
面
の

照
り
返
し
と
の
闘
い
は
、
想

像
以
上
の
状
況
で
し
た
。
特

に
、
地
面
の
照
り
返
し
は
す

さ
ま
じ
い
暑
さ
で
す
。

　

仕
事(

巡
回)

を
始
め
る

と
、
一
時
間
位
は
汗
が
流
れ

ま
す
が
、
そ
れ
を
超
え
る
と

流
れ
ま
せ
ん
。
身
体
が
暑
さ

の
限
界
を
超
え
る
と
、
体
温

調
整
が
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
。
以
前
、
警
備
員
の
方
が

言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　

二
か
月
半
の
猛
暑
と
の
闘

い
で
し
た
が
、
屋
外
で
の
仕

事
で
、
四
キ
ロ
痩
せ
て
、
良

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
自
分
に
は
屋
外
の
仕

事
は
無
理
だ
と
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
、
初
物
デ

ビ
ュ
ー
の
夏
物
語
で
し
た

が
、
う
ち
の
エ
ア
コ
ン
「
今

年
大
丈
夫
か
。」      

Ｍ
・
Ｍ

リ
レ
ー
随
筆

大
﨑　

水
愁　
　

書
《
山
里
の
四
季
》
作
品
部
分
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